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SpectraView® デモンストレーションバージョン 

 
 
１．デモバージョンについて 
 
（１）動作環境 
本プログラムは WindowsNT4.0／2000／XP、 グラフィック 1024x768 以上で動作します。 
Windows９５／９８／Me では動作しません。ご注意願います。 
 
（２）制限事項 
デモバージョンには製品版とくらべて次のような制限事項があります。 
a. ＧＸ－１を接続できません。 

ダミーのデータ収録が組み込まれています。 
b. CSV のインポート、ＴＡＦＦｍａｔのインポートとエクスポートができません。 
c. グラフ表示とグラフ印刷に「ＤＥＭＯ」の文字が表示されます。 
 
 
（３）その他 
本ソフトウェアの仕様は予告なく変更する場合があります。 
記載されている会社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。 
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２．インストール 
 
a. CD-ROM の「SETUP.EXE」を実行してください。 
b. プログラムフォルダは「C:¥Program Files¥SpectraView DEMO」となります。 
  以降の説明では、このフォルダ名で行っています。 
c. デスクトップに 「SpectraView DEMO」 のショートカットアイコンが作成されます。 
  プログラムの起動はここから行ってください。 
 



３．SpectraView の概要 
 
（１）収録 
収録データはハードディスクに格納されます。 
ユーザーは収録毎に「試験コード」を入力します。また、収録データファイルはトリガ単位に作成されます。 
収録データファイル名には「試験コード」と「トリガ番号」が含まれています。 
 
 

試験コード トリガ番号  
 
 

0000 9998 0001 9999 試験「A」 ～  
 
 

試験「DEMO」 0000 0003 0001 0004 0002 
 
 
 
（２）解析時のトリガデータ切替え 
上記の図を、参照してください。 
解析時、同一試験コードであれば、任意のトリガデータにグラフを切替えることができます。 
「次のトリガ」 「前のトリガ」もツールバーに用意してあります。 
別の試験コードのデータを読み込むには「ファイル読込み」から行います。 
 
（３）画面構成とグラフ 
SpectraView には次のような画面構成があります。 
Single    Multi2  Multi3              Multi4 
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Multi3A            Multi3B            Cross 
 
 
 
 
上図の構成を選んだ上で、それぞれの矩形内に表示したいグラフを選択します。 
上記構成とグラフの種類は保存しておくことが可能です。 
ただし、計測中と解析、グラフの種類によっては選択できないグラフの種類もあります。 
※グラフの種類．．．ＴＹ、ＸＹ、ＦＦＴなど。 
 



４．SpectraView の操作 

 
SpectraView の操作の一部をご紹介いたします。 
 
（１）環境設定 
SpectraView を起動して環境設定を行います。 
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ここから環境設定を 
行います。 

このふたつにデータパスを

入力してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テンプレートフォルダ と データフォルダに 
「C:¥Program Files¥SpectraView DEMO¥Data」を設定してください。 



（２）データファイルの読み込み 
 
データファイルを読み込みます。デモバージョンでは２トリガ分のデータが収録してあります。 
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ここからファイル読み込

みを行います。 

a. 選択します。 

b. クリックしますす。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
画面にＴＹグラフが描画されます。 
 
 
 
 



（３）ＴＹグラフ 
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時間軸スクロール 赤カーソル 青カーソル 

カーソル情報 

赤カーソル瞬時値 
チャネルの情報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時間軸スケール 

 
 
 



（4）ＦＦＴ３Ｄグラフ 
 
a. 画面をＦＦＴ３Ｄグラフに切替えます。 
 
 
 
 
 
 

ここを選択 

 
 
 
 
 
b. ＦＦＴ３Ｄグラフが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時間軸カーソル 

 
 

周波数軸スケール 
複数表示できます。 
周波数軸カーソルは 周波数軸カーソル 
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c. ＦＦＴパラメータ 
 
右クリックのメニューからパラメータを変更できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

変更します 
任意のパラメータを 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生データをハードディスクに収録しているため、再解析が容易です。 
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（5） Ｖｉｅｗ 
 
a. 切替え 
 
 
 
 
 

登録されているＶｉｅｗ 

ここからＶｉｅｗの切替えを行います。 
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赤いカーソルをマウスでドラッグしてください。  
 



（８）計測 
 
このデモバージョンでは、ＧＸ－１は接続できませんが、ダミー収録機能が組込んであります。 
この機能を使って収録の様子を見ることができます。 
 
a. 計測条件を読込みます。 
 

 

 

 

 

 

 

ここをクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

「dummy」を選択します 

 

 

 

 

 

 
読込みます 
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b. 計測の手順です。 

 

モニター開始 モニター終了  
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    ※トリガ成立期間のデータがハードディスクに格納されます。 

トリガ開始 トリガ終了 トリガ開始 トリガ終了 

 
 
 
 
 

モニター開始 

 
 
 
 
 
 
 

トリガ開始 

 
 
 
 
 
 

トリガ終了 

 
 
 
 
 
 
 

モニター終了 
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５．アンインストール 
 
「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加と削除」から、ＳｐｅｃｔｒａＶｉｅｗの削除を行ってください。 
フォルダ「C:¥Program Files¥Spectra View DEMO」は、手作業で削除してください。 
 
 


